
新潟大学
東北がんプロフェッショナル養成推進プラン

平成２６年度活動・実績報告

1



2

① E-learningにおいてはH24年度に収録したものを用いた講義を実施することに
より、病院に勤務している社会人大学院生の教育の充実を図り、実質的な大学
院教育を行う。

② 毎週実施されるキャンサーボードに出席・発表・討論することを通して、総合
的な知識と技能をもつ医療人の養成を図る。

③ 放射線腫瘍医・博士課程および医学物理士・博士前期課程を継続し、放射線治
療に関わる人材の育成を行う。

④ 腫瘍内科医・博士課程、緩和医療医・博士課程、腫瘍外科医・博士課程を開講
し、がん医療人の養成を開始する。

⑤ 医歯学総合病院で研修する医師に対して、がんプロの説明会を開催し、がんプ
ロの概要を周知すると共に、コース選択を促す。

⑥ 他施設における医学物理士臨床研修の調査を行い、H27年度開講する医学物理
士臨床研修（レジデント）コースの資料とする。

新潟大学 がんプロ
Ｈ26年度 事業計画



⑦ 新潟県内がん診療連携拠点病院協議会においてがんプロの概要を周知すること

により、がん診療拠点病院の研修医へのコース選択を働きかけると共に、地域

における人材育成について協議する。

⑧ 連携大学と共催で医学生・前期研修医のための放射線治療セミナー合宿を開催

し、放射線治療への理解を深めると共に、本取組への参加を促す。

⑨ 連携大学と共催で 医学生・前期研修医のためのがん薬物療法セミナー合宿を

開催し、薬物治療への理解を深めると共に、本取組への参加を促す。

⑩ がん薬物療法・がん緩和ケア・放射線治療・医学物理・腫瘍外科等の生涯教育

セミナーを開催し、医療人の生涯教育を実施する。

⑪ 市民公開講座を実施し、市民に正しいがんの知識と情報を提供する。
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コ ー ス 名
修業
年限

H26年度
入学実績

H27年度～
募集人員

がん薬物療法医養成コース（がん教育改革） ４年 １名 ２名

放射線腫瘍医養成コース ４年 - ２名

がん薬物療法医養成コース（地域腫瘍内科医） ４年 １名 ４名

がん専門医養成コース（地域腫瘍外科医） ４年 ３名 ２名

がん緩和医療医養成コース（地域緩和医療医） ４年 - ２名

博士前期課程・医学物理士養成コース ２年 ２名 ２名

博士後期課程・医学物理コース ３年 1名 １名

がん薬物療法医養成コース（インテンシブ） 6ヶ月 ２名 ３年間で６名

医学物理士養成・臨床研修コース（ﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄｺｰｽ)
（ｲﾝﾃﾝｼﾌﾞ）

２年 － （H２７年度開講） ２年間で４名

大学院生入学



• がん薬物療法医養成コース（がん教育改革） → １名入学

• がん薬物療法医養成コース（地域腫瘍内科医）→ １名入学

• がん専門医養成コース（地域腫瘍外科医） → ３名入学

• 博士後期課程・医学物理コース → １名入学

• 博士前期課程・医学物理士養成コース → ２名入学
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Ｈ２６年度認定試験状況

ISTU・e-learningクラウドの継続的な受講

大学院教育

• 受講登録者数 １８名

• 医学物理士認定試験 → ２名合格
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平均依頼数 ９．７件/回

キャンサーボード
（Ｈ25.1～H27.2実施データ）

平均出席者数
（医師・ﾒﾃﾞｨｶﾙｽﾀｯﾌ） ４４名/回
（学生） ５名/回
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キャンサーボード
（Ｈ25.1～H27.2実施データ）



●H27年2月14日

新潟県がん診療提携協議会研修教育部会シンポジウム

（主催：新潟県がん診療連携協議会研修教育部会）において、
がんプロを通してがん診療とがん専門職の今後と題し、

がん医療におけるチーム医療の推進に向けて講演した。 8

新潟県内がん診療拠点病院協議会

参加者：31名（本院および県内の他病院等）
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• 国内研修
– 学会参加支援（臨床腫瘍学会など）

• 海外研修
– バージニア州立大学研修

研究成果のプレゼンテーション能力の向上

腫瘍外科臨床及び基礎研究見学

国内外の研修



開催日 演 題 ・ 講 師
受講
人数

9/12
第１回 がんプロセミナー・がんプロFD 「神在りの国から －がんプロと地域・

チーム医療への取り組み－ 」
（島根大学 櫻井晃洋）

２０名

10/10
第２回 がんプロセミナー 「胃癌の標準治療とその実際」

（がん・感染症センター都立駒込病院 矢島和人）
４９名

1/24
平成２６年度 医学物理セミナー （国立がん研究センター東病院臨床開発センター 西尾禎治）

（新潟大学理学部 大坪隆）

（新潟大学医歯学総合病院 棚邊哲史）

３５名

2/8

東北がんプロ 第３回市民公開講座 「がんの学舎 -まなびや-」
「早期前立腺癌に対するロボット支援前立腺全摘除術」 （新潟県済生会三条病院 渡辺竜助）

「手術支援ロボット ダ・ヴィンチによる直腸癌手術」 （新潟市民病院 山崎俊幸）
「手術支援ロボット ダ・ヴィンチによる胃癌手術」 （新潟市民病院 桑原史郎）

７９名

2/20
第３回がんプロセミナー 「肺癌の放射線治療；根治照射から緩和照射まで」

（静岡県立静岡がんセンター 原田英幸）
２６名

2/27
第４回がんプロセミナー 「地域緩和ケアの実情 拠点病院外の緩和ケア」

（新潟県立加茂病院 本間英之） ２６名

3/6

第５回がんプロセミナー 「進行肺癌の集学的治療における呼吸器外科医の

立ち位置そして患者さん、臨床検体を大切にした研究：challenge and change」
（埼玉県立がんセンター 浦本秀隆）

２１名
10

がんプロ開催セミナー（H26年度）
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写 真

参加者：35名（大学院生，放射線技師，
医学部生、医師他）



• 医学物理士増員(病院特任助教)平成26年4月着任

• 2014年7月7日(月） 病院運営委員会

→医学物理士レジデントコース設置を審議・了承

• 2014年7月15日(火) 病院合同運営会議

→医学物理士レジデントコース設置を審議・了承

• 2014年9月8日(月) 病院運営改善専門委員会

→医学物理士レジデント人事案件の審議・了承

• 2014年9月18日(木) 医学物理士レジデント公募開始

• 2014年10月21日(火)病院合同運営会議
→「新潟大学医歯学総合病院放射線治療品質管理委員会内規」

「新潟大学医歯学総合病院放射線治療品質管理室要項」

「新潟大学医歯学総合病院における医学物理士レジデント取扱要項」

の審議・決定

(以上の内規、要項の実施:平成26年11月1日から） 13

医学物理士レジデントコース設置準備
於:新潟大学医歯学総合病院
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• 2014年11月 医学物理士認定機構教育コース認定申請

(大学院保健学研究科博士前期課程認定申請）

(新潟大学医歯学総合病院医学物理士レジデントコース認定申請）

• 2014年12月8日 医学物理士レジデント応募者採用試験・面接実施

• 2014年1月10日 医学物理士レジデント採用内定通知送付

• 2014年2月9日付け 医学物理教育コース認定審査結果通知受信
・大学院博士前期課程：認定(2015年4月1日～2019年3月31日)

・医学物理士レジデントコース：認定不可

→レジデントコースについては異議申し立て中

(申立理由：認定機構の臨床研修施設基準を満たしていると考えられ

、先例との照合において、認定不可と判定される認定基準上の理由

が不明確であり、明確な判定基準の開示を求める。）

・2015年度 新潟大学医歯学総合病院

医学物理士レジデントコース開設予定



IAEAガイドラインにおいても、Clinically qualified

radiotherapy medical physicistの要件として、
大学院修了者であると共に、医学物理士の指導
下の臨床訓練修了者であることが強調されている。

医学物理士認定機構ガイドラインでも同様の主旨が述べられている。
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2014年1月公布:厚生労働省健康局長通知
(健発0110第7号:平成26年1月10日)

・がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針
Ⅱ 地域がん診療連携拠点病院の指定要件
1．診療体制
(1)診療機能
(2)診療従事者
①専門的な知識及び技能を有する医師の配置
②専門的な知識及び技能を有する医師以外の診療従事者の配置：

医学物理士の果たすべき役割とその需要が、特に地域がん連携拠
点病院で急速に拡大している今日、医学物理士レジデントコースを国
内に普及させることは喫緊の課題である。
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• 平成26年度の事業計画に沿って、ほぼ予定通り実施した。

• 平成26年度は８名の大学院生が入学した。

• 臓器横断的がん診療演習を目的としたキャンサーボードを
週一回通年で開催した。

• 医学物理士認定試験に２名が合格した。

• 放射線治療品質管理委員会、放射線治療品質管理室を

設置した。

• 医学物理士レジデントコース平成27年度開設に向けて、

院内諸会議で了承を得ると共に、レジデント1名を公募し、

採用内定した。

ま と め


